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『
東
日
本
大
震
災
後
の
播
磨
の
防
災
』

特集防災
播
磨
町
自
主
防
災
組
織
合
同
研
修
会
報
告

表紙の言葉
池田旺矢くん（播磨小学校）

ぼくは
忘れない
2011.3.11

ぼくは
忘れない
2011.3.11

東
日
本
大
震
災
を
振
り
返
っ
て

　

東
日
本
大
震
災
は
、
戦
後
の
日
本
が
伊

勢
湾
台
風
以
降
初
め
て
経
験
し
た
タ
イ
プ

の
災
害
「
ス
ー
パ
ー
広
域
災
害
（
※
１
）」
と

い
う
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
兵
庫
県
だ
け

で
２
千
人
を
越
え
る
犠
牲
者
を
出
し
た
が
、

隣
の
大
阪
府
は
犠
牲
者
を
出
し
た
も
の
の
、

兵
庫
県
の
支
援
に
回
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

東
日
本
大
震
災
で
は
、
支
援
を
必
要
と
し

た
の
は
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県
に

ま
た
が
っ
て
お
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

と
比
較
し
、
支
援
の
関
係
者
が
非
常
に
多

く
、
調
整
も
複
雑
に
な
り
、
難
し
く
な
る
。

　

今
回
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
起

こ
っ
た
こ
と
の
な
い
問
題
が
次
々
と
発
生

し
て
お
り
、
経
験
則
が
通
用
し
な
い
場
合

も
出
て
き
て
い
る
。
ど
れ
だ
け
大
胆
に
支

援
行
動
が
行
え
る
か
が
試
さ
れ
て
い
る
と

も
い
え
る
。
例
え
ば
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
風
呂
や
洗
濯
の
た
め
の
水
が
な

か
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震

災
で
は
飲
み
水
す
ら
な
か
っ
た
状
況
で

あ
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
も
辛
い
状
況
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
東
日
本
大
震
災

は
そ
れ
を
し
の
ぐ
状
況
で
あ
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、私
た
ち
が
抱

い
て
い
る
不
安
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
私
た
ち
は
漠
然

と
し
た
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
そ
の
原
因

と
し
て
は
２
つ
で
、「
想
定
を
超
え
る
津

波
を
経
験
し
た
」
と
い
う
こ
と
と
「
ス
ー

パ
ー
広
域
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
は
プ
レ
ー
ト
境
界
型
の

地
震
（
※
２
）
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

で
プ
レ
ー
ト
が
毎
年
沈
み
込
む
量
や
こ
れ

ま
で
発
生
し
た
地
震
の
頻
度
か
ら
、
地
震

や
津
波
の
規
模
を
予
想
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
回
、
研
究
の
中
で
形
成
さ

れ
て
き
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
は
説
明
の
つ
か

な
い
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
れ
ま
で
の
「
被
害
想
定
」
の
信
頼
性
が

揺
ら
ぎ
、
不
安
に
襲
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
西
日
本
で
は
「
ス
ー
パ
ー
広
域

災
害
」
が
確
実
に
起
こ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
で
予
想
さ
れ

て
い
る
被
災
規
模
は
、
東
日
本
大
震
災
の

10
倍
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
自
衛
隊
員

が
被
災
地
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
が
限
界
と
い
う
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
れ

以
上
の
災
害
が
発
生
し
て
も
、
今
回
以
上

の
数
の
自
衛
隊
員
が
支
援
活
動
に
従
事
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
で
は
被
災

規
模
が
10
倍
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
衛
隊
は

今
回
と
同
様
の
規
模
の
支
援
が
限
界
と
い

う
こ
と
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

で
の
支
援
は
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
も
炊

き
出
し
な
ど
の
支
援
も
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
そ
れ
か
ら
10
分
の
１
の
規
模
感
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
に
欠
け
て

い
た
の
も
の
と
今
後
の
防
災
対
策

１
．
既
存
の
理
論
を
疑
う
目

　

今
後
、
新
た
な
被
害
想
定
や
そ
れ
に
基

づ
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
出
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
行
政
の
「
想
定
」
と

は
あ
く
ま
で
も
行
政
の
目
標
で
あ
り
、
お

墨
付
き
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
被
害
想
定

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
①
最
善
を
尽

く
し
て
時
間
の
あ
る
限
り
よ
り
高
い
と
こ

ろ
へ
避
難
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か 

②

二
重
三
重
の
避
難
体
制
を
築
け
る
か
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

２
．
命
綱

　

こ
れ
ま
で
避
難
所
は
安
全
な
場
所
で
あ

り
、
津
波
避
難
ビ
ル
に
指
定
さ
れ
て
い
る

建
物
が
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
る
な
ど
考
え

て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
は
、
極

限
状
況
で
希
望
と
な
る
道
具
や
施
設
（
救

命
胴
衣
、
ロ
ー
プ
な
ど
）
を
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

３
．
安
否
確
認
の
行
動
と
避
難
行
動
の

一
致

　
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」（
※
次
ペ
ー
ジ
コ

ラ
ム
参
照
）
と
言
わ
れ
る
が
、
家
族
が
危

険
な
場
所
に
い
る
と
わ
か
っ
て
い
て
逃
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
に
、
東
日
本
大

震
災
で
は
25
％
の
人
が
、
避
難
よ
り
も
先

に
家
族
の
安
否
確
認
を
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
大
切
な
の
は
、
危
険
な

状
況
に
追
い
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
事
前
の

対
策
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
高
台
に
学
校
を
つ
く
れ
ば
、

子
ど
も
を
心
配
す
る
親
が
高
台
の
学
校
へ

向
か
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
の

安
否
確
認
の
行
動
と
避
難
行
動
を
一
致
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
理
想
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
物
理
的
な
制
約
も
あ
り
簡
単
に
は

い
か
な
い
。

　

従
っ
て
、
家
族
と
避
難
先
を
決
め
、
そ

こ
で
落
ち
合
う
約
束
を
す
る
と
い
う
よ
う

な
、
安
否
確
認
の
行
動
と
避
難
行
動
の
一

致
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
．
蓄
積
さ
れ
る
防
災
を
目
指
す

　

人
の
意
識
は
時
間
と
共
に
変
化
す
る
。

防
災
意
識
も
今
は
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る

が
、
時
間
の
経
過
と
共
に
ど
う
変
化
す
る

か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
安
定
な

人
の
意
識
よ
り
も
、
例
え
ば
避
難
路
の
整

備
や
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
な
ど
確
実
に

形
と
な
っ
て
残
る
防
災
対
策
を
念
頭
に
置

く
必
要
が
あ
る
。

５
．
率
先
し
て
避
難
し
、
慎
重
な
行
動

を
と
る
こ
と

　

自
分
の
命
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
災
害
時
に
率
先
し
て
避
難

す
る
こ
と
で
、
自
分
も
助
か
る
が
、
そ
れ

に
続
い
て
避
難
し
た
人
も
助
か
る
こ
と
に

な
る
。

　

ま
た
、
津
波
は
長
い
時
間
を
か
け
て
何

度
も
来
襲
す
る
が
、
津
波
が
引
い
た
か
ら

と
い
っ
て
安
易
に
避
難
を
中
止
す
る
と
、

そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
て
避
難
を
中
止
す
る

人
も
出
て
く
る
。
し
か
し
、
後
に
来
襲
し

た
津
波
に
よ
っ
て
犠
牲
と
な
っ
た
人
も
い

る
。

　

率
先
し
て
避
難
し
、
慎
重
な
行
動
を
取

る
こ
と
は
、
自
分
の
命
だ
け
で
な
く
、
周

り
の
人
の
命
も
助
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

６
．
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と

　

岩
手
県
で
は
今
回
の
津
波
で
学
校
の
管

理
下
に
あ
っ
た
子
ど
も
は
一
人
も
犠
牲
に

な
っ
て
い
な
い
。
犠
牲
に
な
っ
た
の
は
家

庭
に
い
た
子
ど
も
で
あ
る
。
子
ど
も
は
親

の
行
動
に
従
い
、
そ
し
て
犠
牲
と
な
っ
た
。

　

災
害
を
軽
視
し
た
り
、
避
難
行
動
を
取

ら
な
い
社
会
や
家
庭
で
育
っ
た
子
ど
も
は
、

同
じ
よ
う
な
行
動
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
命
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
教
訓
を
後
世
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
．
こ
れ
か
ら
の
播
磨
町
の
防
災

　

地
域
主
権
や
地
域
主
導
が
言
わ
れ
て
久

し
い
が
、
防
災
で
も
同
様
に
、
地
域
と
行

政
が
一
体
と
な
り
、
共
に
防
災
に
取
り
組

み
、
で
き
る
だ
け
被
害
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
大
切
に
な
る
。
ま
た
、
東
海
・
東
南

海
・
南
海
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
そ
の
被

災
規
模
か
ら
基
本
的
に
は
外
部
か
ら
の
支

援
は
期
待
で
き
な
い
と
考
え
た
ほ
う
が
よ

い
。
播
磨
町
も
確
実
に
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

ど
れ
ほ
ど
の
被
害
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
津
波
に
は
時
間
的
な
猶
予
（
※
３
）

が
あ
る
。
こ
の
時
間
的
な
猶
予
を
味
方
に

つ
け
、
的
確
に
避
難
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

被
災
後
の
厳
し
い
状
況
を
切
り
抜
け
る

に
は
、
人
が
生
き
残
る
の
が
重
要
で
あ
り
、

一
人
で
も
犠
牲
を
減
ら
し
、
災
害
を
乗
り

切
る
た
め
の
力
と
な
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

欲
し
い
。

　

で
き
れ
ば
、
過
酷
な
状
況
と
な
る
四
国

地
域
に
支
援
が
可
能
な
く
ら
い
の
余
力
が

確
保
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

※
３ 

東
南
海
・
南
海
地
震
に
伴
う
津
波
が
播
磨

町
に
到
達
す
る
ま
で
に
は
110
分
～
130
分
の
時
間

的
余
裕
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間

に
い
か
に
適
切
な
避
難
行
動
が
取
れ
る
か
が
犠

牲
者
を
減
ら
す
鍵
に
な
る
。

　

12
月
11
日
、
中
央
公
民
館
に
て
奥
村 

与
志
弘
氏
（
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員
）
を
講
師
に
迎
え
、
津
波
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
と
共

に
、
防
災
意
識
の
向
上
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
播
磨
町
自
主
防

災
組
織
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？ 

こ

れ
か
ら
の
播
磨
町
の
防
災
を
考
え
る
う
え
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
情
報
を
共
有

す
る
た
め
に
、
研
修
会
で
行
わ
れ
た
講
演
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※２ プレート境界型の地震　海のプレート
が陸のプレートの下に沈み込む時、陸のプ
レートの先端は、まき込まれ、やがて反発
力によって跳ね返る。この時プレート境界で
発生するタイプの地震。関東大地震や十勝
沖地震などのように巨大地震となることがあ
り、大きな津波を引き起こすことがある。

▲東日本大震災での津波の被害
※１ スーパー広域災害　複数の都道府県にまたがる巨大災害。巨大災害
ではあったが局所的な災害であった阪神・淡路大震災とは別に分類される。

１月18日 播磨南中学校防災訓練に
自主防災組織も参加しました

　自主防災組織に
▼よる消火訓練

▲簡易トイレの
　組み立て訓練
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①ＮＨＫ総合テレビにチャンネルを合わせる
②リモコンの『ｄ（データ放送）』ボタンを押す
③リモコンの矢印で「くらし安全」にあわせ『決定』を押す

地
デ
ジ
デ
ー
タ
放
送
に
よ
る

災
害
関
連
情
報
の
提
供
開
始

『
守
り
た
い
。地
域
の
絆
と
、未
来
に
繋
が
る
笑
顔
。』

播
磨
町
消
防
団
は
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー
防
災
学
習
３
月
開
催
の
講
習
会
と
教
室
の
案
内

特集防災！ 特集防災！

コラムコラム『津波てんでんこ』ってなに？

ＮＨＫ神戸放送局の場合

①サンテレビにチャンネルを合わせる
②リモコンの『ｄ（データ放送）』ボタンを押す
③リモコンの矢印で「防災情報」にあわせ『決定』を押す

サンテレビの場合

http://bosai.net/harima/

「防災安心ネットはりま」に
登録しましょう

「防災安心ネットはりま」に
登録しましょう

防災安心ネットはりま▶
QRコード　

◀ＮＨＫ平常時画面

災害が
発生すると

▼ＮＨＫ災害時画面

画面の表示方法
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消
防
団
員
の
や
り
が
い
は
、
地
域
に
暮

ら
す
自
分
自
身
が
、
地
域
の
た
め
に
働
き
、

身
近
な
人
の
役
に
立
て
る
こ
と
。
そ
し
て
、

年
齢
も
職
業
も
様
々
な
仲
間
と
出
会
い
、

人
と
し
て
も
大
き
く
成
長
し
て
い
け
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

播
磨
町
の
消
防
団
員
は
、現
在
340
人
（
内

女
性
団
員
20
人
）
で
、
火
災
発
生
時
の
消

火
活
動
、
地
震
や
風
水
害
の
災
害
発
生
時

の
救
助
・
救
出
活
動
な
ど
に
従
事
し
、
地

域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
だ
け
で
な
く
、
平

常
時
に
お
い
て
も
訓
練
・
防
災
・
防
火
に

対
す
る
啓
発
活
動
を
行
い
、
防
災
力
の
向

上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

播
磨
町
消
防
団
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地

域
安
全
の
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
と
し
て

の
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
齢

が
18
歳
以
上
50
歳
未
満
で
、
町
内
に
居
住

し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
入
団
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
、
地
域
の
た
め
に
、
一
緒
に
が

ん
ば
り
ま
せ
ん
か
。

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

普
通
救
命
講
習
会

　

固
定
や
止
血
な
ど
の
応
急
手
当
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
で

す
。
受
講
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
。

▼
日
時　

３
月
22
日
㈭

午
前
9
時
30
分
～
12
時
30
分

▼
場
所　

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

播
磨
町
、
稲
美
町
、
加
古
川
市

に
住
ん
で
い
る
か
勤
務
し
て
い
る
人

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

３
月
６
日
㈫
午
前

９
時
か
ら
、
電
話
で
加
古
川
市
防
災
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
月
曜
日
、
３
月
18
日
㈰
、
20
日
㈷
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
（
４
２
３
）
０
１
１
９

加
古
川
市
消
防
本
部

親
子
防
災
教
室

　

親
子
で
、
地
震
、
消
火
、
煙
避
難
、
消

防
車
放
水
、
高
所
活
動
車
乗
車
、
非
常
食

試
食
な
ど
の
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

３
月
20
日
㈷

午
前
９
時
30
分
～
11
時
45
分

▼
場
所　

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

先
着
20
組

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

３
月
６
日
㈫
午
前

９
時
か
ら
、
電
話
で
消
防
本
部
予
防
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

加
古
川
市
消
防
本
部　

予
防
課

☎
０
７
９
（
４
２
７
）
６
５
３
１

※
申
し
込
み
先
が
違
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　岩手県の三陸海岸地域にある「津波が
来たら、家族にかまわず散り散りに逃げ

ろ」という意味の津波防災伝承です。でも、家族を見
捨てて逃げろという意味ではありません。
　もし自分の子どもが海の近くの自宅にいるとき
だったら、てんでバラバラに逃げろと言われても無
理です。自分の避難行動より子どもの安否確認行動
をしてしまいます。でも、「津波てんでんこ」で避難
行動を最優先して逃げないとダメなんです。
　家族の安否の確認に行かなくてもいいように、家
族がそれぞれに避難行動を最優先することができる
ように、どうするかを事前に考えないといけないの
です。
　子どもと親で約束をすることです。そして、その
約束どおりに子どもが行動すると信じることが大切
です。どんな約束をするのか？「どこにいるときで
も必ずあそこの高台に逃げるから、探しに来ないで
いいよ。絶対に高台に行くからそこで会えるから」
と子どもと親の間で約束をすることです。その約束
を信じることができれば、親も子どもも高台に向か
います。それは、子どもに限らず家族全員に必要な
約束と信頼です。　　　　　　　　　 （講演会より）

　

災
害
時
に
兵
庫
県
内
の
市
町
が
発
信
す
る
避
難
勧
告
な
ど
の
情

報
（
避
難
勧
告
・
指
示
、避
難
所
開
設
、河
川
の
水
位
・
雨
量
）
を
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
を
通
じ
て
、
い
ち
早

く
住
民
に
伝
え
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
、
１
月
17
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

※
本
シ
ス
テ
ム
は
、
公
共
情
報
コ
モ
ン
ズ
を
活
用
し
た
新
し
い
シ

ス
テ
ム
で
す
。

▼
問
合
せ　

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
９
９
１

●「防災安心ネットはりま」とは
　皆さんの携帯電話やパソコン
のメールアドレスを登録してい
ただくと、災害時や地域の不審者情報などの緊急情
報をいち早くメールにてお届けするシステムです。
また、平常時には、防災情報や休日の救急当直医の
情報を見ることができます。
●登録すると次の情報が受けられます
・播磨町からの災害時の

情報や地域の不審者情
報などの緊急情報
・避難所一覧

・「ひょうご防災ネット」
を通じて気象情報、地
震情報など
・休日の救急当直医情報

▶問合せ　危機管理グループ
　☎０７９（４３５）０９９１
※ＱＲコード読取機能がついたカメラ付携帯電話の場合は、
コードを接写するだけでアクセスできます。操作方法は、携
帯電話の取扱説明書をご覧ください。

　

地
震
時
に
は
、
家
具
や
家
電
の
転
倒
・
落
下
に
よ
り
ケ
ガ
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

転
倒
し
た
家
具
な
ど
に
よ
り
避
難
路
が
ふ
さ
が
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
被
害
は
、
家
具
・
家
電
の
配
置
を
変
え
た
り
、
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
や

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
シ
ー
ト
の
貼
り
付
け
に
よ
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

引
っ
越
し
や
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
の
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
対

策
を
行
う
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、
地
震
に
備
え
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

３
月
は
引
っ
越
し
の
多
い
シ
ー
ズ
ン

家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
の
対
策
を
!!

防衛省  自衛官募集
①予備自衛官補
▶応募資格　

一般：18～34歳未満　
技能：18歳以上で国家免
許資格などを有する者
▶締切日　４月４日（水）
▶試験日　４月13日（金）～

16日（月）の１日

②自衛隊幹部候補生
▶応募資格

一般・技術：22～26歳未満
歯科：専門の大卒（見込み）
20～30歳未満　
薬剤：専門の大卒（見込み）
20～26歳未満　
▶締切日　４月27日（金）
▶試験日　５月12日（土）筆

記試験、５月13日（日）適正
検査（飛行要員希望者のみ）

▶入隊・入校
　平成25年３月下旬
▶申込み・問合せ
　自衛隊兵庫地方協力本部
　☎０７９（４２６）３２９０

▲地域のために

様々な啓発活動▶
を行う女性分団

4
広報はりま 24.3

5
広報はりま 24.3
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